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（
解
答
は
す
べ
て
、
解
答
用
紙
に
記
入
す
る
こ
と
）

一

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

中
国
の
殷
や
周
時
代
、
王
や
諸
候
の
も
と
で
、
占
い
や
青
銅
器
の
製
作
に
従
事
し
た
人
々
を
中
心
に
使
わ
れ
て
い
た
、
甲
骨
文
や
（

①

）
は
、
一
般
の

人
が
ほ
と
ん
ど
目
に
す
る
機
会
の
な
い
神
聖
な
文
字
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
春
秋
・
戦
国
時
代
に
な
る
と
文
字
を
使
う
人
や
用
途
が
増
え
、

そ
れ
ぞ
れ
の
国
で
ᶗ
文
字
が
青
銅
器
に
鋳
造
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
石
や
玉
、
竹
や
木
や
絹
に
筆
で
書
く
こ
と
が
広
ま
る
と
、
字
形
や
文
字
の
使
い
方
に
混
乱
が

生
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
中
国
を
統
一
し
た
秦
の
（

②

）
は
、
こ
の
混
乱
を
正
す
た
め
、
ᶘ
自
分
の
国
で
使
用
し
て
い
た
文
字
を
公
用
の
書
体
に
制
定
し
、

各
地
に
広
め
た
。

一
方
で
全
国
に
配
置
し
た
役
所
と
の
間
で
大
量
の
文
書
を
処
理
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
た
。
役
人
た
ち
に
は
、
戦
国
時
代
に
自
分
の
国
で
使
用
し
て
い
た

（

③

）
を
速
く
書
く
た
め
の
実
用
書
体
の
使
用
も
認
め
た
。
そ
れ
ら
の
文
書
は
ᶙ
細
長
く
切
っ
た
竹
の
札
や
木
片
の
狭
い
部
分
に
大
量
に
速
書
き
す
る
た

め
、
点
画
は
直
線
的
に
な
り
、
波
勢
の
リ
ズ
ム
が
備
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
が
隷
書
で
あ
る
。
続
く
前
漢
時
代
に
な
る
と
、（

③

）
の
速
書
き
か
ら

生
ま
れ
た
隷
書
は
、
波
勢
を
強
調
し
た
筆
使
い
が
特
徴
の
（

④

）
と
い
う
様
式
に
結
晶
さ
れ
た
。
そ
し
て
後
漢
に
は
ᶚ
後
世
に
伝
え
る
こ
と
が
目
的
で
あ

る
碑
に
も
多
く
用
い
ら
れ
る
な
ど
、（

③

）
に
代
わ
る
新
た
な
公
用
書
体
と
し
て
極
ま
っ
た
。

問
一

文
中
の
（

①

）
～
（

④

）
に
入
る
適
切
な
語
句
を
、
そ
れ
ぞ
れ
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。
た
だ
し
、
同
じ
記
号
に
は
同
じ
語
句
が
入
る
。

問
二

―
―
線
部
Ⅰ
に
つ
い
て
、
次
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

　
　
　

⑴

次
の
図
版
Ａ
は
動
物
の
サ
イ
を
象
っ
た
青
銅
の
容
器
の
内
面
に
鋳
込
ま
れ
た
銘
文
で
あ
る
。
図
版
Ａ
の
作
品
名
と
、
そ
の
釈
文
中
の
（

⑤

）、

（

⑥

）
に
入
る
適
切
な
漢
字
を
、
そ
れ
ぞ
れ
楷
書
で
書
き
な
さ
い
。

図版Ａ

　
　
　

⑵

図
版
Ａ
や
図
版
Ａ
と
同
時
期
に
書
か
れ
た
作
品
に
多
く
見
ら
れ
る
、
太
く
塗
り
つ
ぶ
し
た
よ
う
な
点
画
を
何
と
い
う
か
、
漢
字
二
字
で
書
き
な
さ
い
。

問
三

―
―
線
部
Ⅱ
に
つ
い
て
、
次
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

　
　
　

⑴

次
の
図
版
Ｂ
は
秦
時
代
に
書
か
れ
た
作
品
の
一
部
分
で
あ
る
。
作
品
名
を
、
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

　
　
　

⑵

次
の　
　
　

は
、
図
版
Ｂ
の
文
字
の
特
徴
を
述
べ
た
一
文
で
あ
る
。
文
中
の
（

⑦

）
～
（

⑪

）
に
入
る
適
切
な
語
句
を
、
そ
れ
ぞ
れ
漢
字

二
字
で
書
き
な
さ
い
。

図版Ｂ

問
四

―
―
線
部
Ⅲ
に
つ
い
て
、
次
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

　
　
　

⑴

下
の
図
版
Ｃ
の
作
品
名
を
、
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

　
　
　

⑵

図
版
Ｃ
の
発
掘
に
携
わ
っ
た
探
検
家
と
し
て
適
切
な
人
物
名
を
、
次
の
ア
～
エ
か
ら
一
つ
選
ん
で
、
そ
の
符
号
を
書
き
な
さ
い
。

　
　
　
　

ア

オ
ー
レ
ル
・
ス
タ
イ
ン　
　
　

イ

ス
ウ
ェ
ン
・
ヘ
デ
ィ
ン　
　
　

ウ

ポ
ー
ル
・
ペ
リ
オ　
　
　

エ

大
谷

光
瑞

問
五

―
―
線
部
Ⅳ
に
つ
い
て
、
次
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

　
　
　

⑴

次
の
図
版
Ｄ
、
Ｅ
の
作
品
名
を
、
そ
れ
ぞ
れ
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

　
　
　

⑵

次
の
図
版
Ｆ
は
図
版
Ｄ
を
臨
書
し
た
作
品
で
あ
る
。
清
時
代
に
顔
真
卿
の
書
や
漢
碑
を
学
び
、
図
版
Ｆ
を
制
作
し
た
人
物
名
を
、
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

図版Ｄ

図版Ｅ

図版Ｆ

二

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

四
～
六
世
紀
の
中
国
は
南
北
朝
時
代
と
呼
ば
れ
、
各
国
が
並
立
す
る
動
乱
の
時
期
だ
っ
た
。
北
朝
で
は
、
仏
教
の
普
及
に
と
も
な
っ
て
、
雲
崗
・
敦
煌
・

ᶗ
龍
門
の
石
窟
寺
院
が
造
営
さ
れ
、
南
朝
の
貴
族
の
間
で
は
精
神
の
自
由
さ
を
重
ん
じ
る
文
化
が
好
ま
れ
、
ᶘ
王
羲
之
ら
が
活
躍
す
る
な
ど
、
双
方
で
様
々
な

文
化
が
発
達
し
た
。
六
世
紀
後
半
に
な
り
、
北
朝
の
北
周
か
ら
興
っ
た
隋
の
文
帝
が
南
朝
の
陳
を
倒
し
て
、
南
北
に
分
裂
し
て
い
た
中
国
を
再
統
一
す
る
と
、

文
帝
の
後
を
継
い
だ
煬
帝
の
時
代
に
完
成
し
た
大
運
河
に
よ
っ
て
南
北
の
交
流
が
盛
ん
に
な
り
、
書
も
、
南
朝
の
流
麗
な
書
風
と
北
朝
の
険
し
い
書
風
が
融
合

し
、
碑
や
古
人
の
業
績
等
を
石
な
ど
に
刻
し
た
（

①

）
ほ
か
、
楷
書
の
名
品
が
数
多
く
誕
生
し
た
。

隋
に
代
わ
っ
て
中
国
を
統
一
し
た
唐
は
、
隋
の
制
度
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
そ
れ
ま
で
の
中
国
史
上
最
大
の
領
域
を
統
治
し
、
周
辺
諸
国
の
朝
貢
を
受
け
る

世
界
帝
国
に
な
っ
た
。
唐
の
二
代
目
皇
帝
（

②

）
は
、
官
僚
制
を
整
備
し
、
儒
学
や
文
学
を
奨
励
し
、
安
定
し
た
時
代
を
築
い
た
名
君
で
王
羲
之
の
書
の

愛
好
者
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。（

②

）
は
学
者
や
官
僚
で
あ
り
書
の
名
手
で
も
あ
っ
た
（

③

）、（

④

）、（

⑤

）
ら
三
人
を
政
治
と
文

化
を
推
進
す
る
た
め
重
用
し
た
。
楷
書
の
最
盛
期
を
築
い
た
彼
ら
は
、
後
に
「
初
唐
の
三
大
家
」
と
呼
ば
れ
、
日
本
の
書
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

問
一

文
中
の
（

①

）
～
（

⑤

）
に
入
る
適
切
な
語
句
や
人
物
名
を
、
そ
れ
ぞ
れ
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。
た
だ
し
、
同
じ
記
号
に
は
同
じ
も
の
が
入

る
。

問
二

―
―
線
部
Ⅰ
に
つ
い
て
、
次
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

　
　
　

⑴

下
の
図
版
Ａ
の
作
品
名
を
、
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

　
　
　

⑵

図
版
Ａ
の
文
字
に
多
く
見
ら
れ
る
点
画
の
角
張
っ
た
字
形
の
こ
と
を
何
と
い
う
か
、
漢
字
二
字
で
書
き
な
さ
い
。
ま
た
、
右
の
図
版
Ｂ
は
、
北
魏
時

代
の
楷
書
を
習
い
、
近
代
的
な
書
風
を
打
ち
立
て
た
人
物
が
書
い
た
作
品
で
あ
る
。
こ
の
作
品
を
書
い
た
人
物
名
を
、
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

【
釈

文
】

惟

王
（

⑤

）
征

人

方

惟

王

十

祀

又
（

⑥

）
肜

日

字
形
は
お
お
む
ね
（

⑦

）
で
左
右
相
称
、
横
画
は
（

⑧

）、
縦
画
は
（

⑨

）、

起
筆
は
（

⑩

）
の
用
筆
が
用
い
ら
れ
、
送
筆
は
中
鋒
、
線
の
太
さ
は
（

⑪

）
で
あ
る
。

図版Ａ

図版Ｂ

図版Ｃ
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（
解
答
は
す
べ
て
、
解
答
用
紙
に
記
入
す
る
こ
と
）

問
三

―
―
線
部
Ⅱ
に
つ
い
て
、
あ
と
の
図
版
Ｃ
～
図
版
Ｈ
を
見
て
、
次
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

　
　
　

⑴

図
版
Ｃ
の
作
品
名
を
、
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。
ま
た
、
図
版
Ｃ
は
神
龍
半
印
本
と
い
わ
れ
る
模
本
で
あ
る
。
こ
の
模
本
を
制
作
し
た
と
さ
れ
る
人
物

名
を
、
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

　
　
　

⑵

図
版
Ｃ
に
押
印
さ
れ
て
い
る
、
書
画
な
ど
が
鑑
賞
や
収
蔵
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
た
め
に
押
す
印
を
何
と
い
う
か
、
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。
ま
た
図
版

Ｄ
は
、
図
版
Ｃ
に
押
印
さ
れ
て
い
る
、
あ
る
皇
帝
が
収
蔵
し
た
こ
と
を
示
す
印
で
あ
る
。
そ
の
皇
帝
と
し
て
適
切
な
も
の
を
、
次
の
ア
～
エ
か
ら
一
つ

選
ん
で
、
そ
の
符
号
を
書
き
な
さ
い
。

　
　
　

ア

煬
帝　
　

イ

高
宗　
　

ウ

康
熙
帝　
　

エ

乾
隆
帝

　
　

⑶

印
を
制
作
す
る
適
切
な
工
程
の
順
番
と
し
て
、
次
の
ア
～
カ
を
並
び
替
え
、
そ
の
符
号
を
順
に
書
き
な
さ
い
。

　
　
　

ア

運
刀　
　

イ

印
箋
に
押
す　
　

ウ

布
字　
　

エ

選
文
・
検
字　
　

オ

印
稿
を
作
る　
　

カ

押
印
・
補
刀

　
　
　

⑷

図
版
Ｅ
は
、
図
版
Ｃ
に
関
連
す
る
あ
る
場
面
を
絵
画
の
テ
ー
マ
と
し
て
描
い
た
作
品
で
あ
る
。
こ
の
絵
画
の
作
者
で
台
東
区
立
書
道
博
物
館
を
開
館

し
た
人
物
名
を
、
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

　
　
　

⑸

図
版
Ｆ
、
Ｇ
は
王
羲
之
の
作
品
を
臨
書
し
た
作
品
で
あ
る
。
作
品
を
書
い
た
人
物
名
を
、
そ
れ
ぞ
れ
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

　
　
　

⑹

王
羲
之
を
典
型
と
し
、
漢
・
魏
・
六
朝
時
代
の
名
家
の
優
劣
を
説
き
、
書
の
本
質
や
技
法
を
論
じ
て
い
る
、
唐
時
代
に
草
書
で
書
か
れ
た
作
品
名
と

そ
の
作
品
を
書
い
た
人
物
名
を
、
そ
れ
ぞ
れ
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。
ま
た
そ
の
人
物
が
述
べ
た
文
と
し
て
適
切
で
な
い
も
の
を
、
次
の
ア
～
エ
か
ら
一

つ
選
ん
で
、
そ
の
符
号
を
書
き
な
さ
い
。

　
　
　

ア

隷
は
、
精
に
し
て
密
な
る
を
欲
す
。　
　

イ

真
書
は
平
和
を
以
て
上
と
為
す
。

　
　
　

ウ

篆
は
、
婉
に
し
て
通
な
る
を
尚
ぶ
。　
　

エ

意
は
先
ん
じ
筆
は
後
に
す
。

　
　
　

⑺

図
版
Ｈ
の
作
品
名
と
図
版
Ｈ
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
施
設
の
組
合
せ
と
し
て
適
切
な
も
の
を
、
次
の
ア
～
エ
か
ら
一
つ
選
ん
で
、
そ
の
符
号
を
書
き
な
さ
い
。

　
　
　

ア

王
羲
之
書
扇
図
・
京
都
国
立
博
物
館　
　

イ

王
羲
之
観
鵝
図
巻
・
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館

　
　
　

ウ

王
羲
之
換
鵞
図
・
神
戸
市
立
博
物
館　
　

エ

王
羲
之
図
・
京
都
国
立
博
物
館

三

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

漢
字
の
正
確
な
伝
来
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
紀
元
前
後
の
文
字
を
鋳
込
ん
だ
中
国
製
の
貨
幣
や
漢
委
奴
国
王
印
を
代
表
と
す
る
（

①

）
が
わ
が
国
の

古
墳
な
ど
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
六
世
紀
半
ば
で
は
、
中
国
か
ら
仏
教
が
伝
来
す
る
と
経
典
も
伝
わ
り
、
七
世
紀
に
は
紙
に
書
か
れ
た
わ
が
国
現
存
最
古
の
肉

筆
「（

②

）」
ほ
か
大
量
の
経
典
が
書
写
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

八
九
四
年
に
（

③

）
が
廃
止
さ
れ
る
と
、
ᶗ
日
本
の
文
化
は
国
風
化
が
進
ん
だ
。
書
に
お
い
て
も
、
長
い
年
月
を
か
け
て
吸
収
し
た
中
国
書
法
の
上
に
、

日
本
の
風
土
や
日
本
人
の
感
性
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
ᶘ
三
跡
が
現
れ
、
日
本
独
自
の
書
風
が
完
成
し
た
。

問
一

文
中
の
（

①

）
～
（

③

）
に
入
る
適
切
な
語
句
や
作
品
名
を
、
そ
れ
ぞ
れ
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

問
二

―
―
線
部
Ⅰ
、
Ⅱ
に
つ
い
て
、
次
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

　
　
　

⑴

―
―
線
部
Ⅰ
に
つ
い
て
、
国
風
文
化
の
発
展
は
平
安
時
代
の
い
つ
頃
を
指
す
か
、
解
答
欄
に
合
う
よ
う
に
漢
字
一
字
で
書
き
な
さ
い
。

　
　
　

⑵

―
―
線
部
Ⅱ
に
つ
い
て
、
三
跡
の
登
場
に
よ
り
、
発
展
・
完
成
し
た
日
本
的
な
書
風
を
何
と
い
う
か
、
漢
字
二
字
で
書
き
な
さ
い
。

問
三

左
の
図
版
Ａ
は
「
久
隔
帖
」
で
あ
る
。
こ
の
作
品
を
書
い
た
人
物
名
と
、
そ
の
釈
文
中
の
（

④

）
～
（

⑦

）
に
入
る
適
切
な
漢
字
を
、
そ
れ

ぞ
れ
楷
書
で
書
き
な
さ
い
。

図版Ｃ

図版Ｆ

図版G 図版Ｄ

図版E

図版H

図版Ａ

【
釈

文
】

久

隔

清

音

馳
（

④

）
無
（

⑤

）
傳

承

安

和

且

慰

下

情

大

阿

闍
（

⑥

）
所

示

五

八

詩

序

中

有

一

百

廿

禮

佛

并

方

圓

圖

并

注
（

⑦

）
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（
解
答
は
す
べ
て
、
解
答
用
紙
に
記
入
す
る
こ
と
）

問
四

次
の
図
版
Ｂ
～
Ｇ
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の
作
品
を
書
い
た
人
物
名
を
、
あ
と
の
ア
～
カ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
選
ん
で
、
そ
の
符
号
を
書
き
な
さ
い
。
ま
た
、

作
品
名
を
そ
れ
ぞ
れ
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。図版Ｂ

図版Ｃ

図版Ｄ

図版Ｅ

図版Ｆ

図版G

ア

嵯
峨
天
皇　
　

イ

小
野
道
風　
　

ウ

藤
原
佐
理　
　

エ

伝
橘
逸
勢　
　

オ

藤
原
行
成　
　

カ

藤
原
敏
行

問
五

鎌
倉
時
代
中
頃
に
書
か
れ
た
、
宋
、
元
時
代
の
書
法
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
も
個
性
的
な
書
を
特
色
と
す
る
禅
僧
が
書
い
た
書
の
こ
と
を
何
と
い
う
か
、

漢
字
二
字
で
書
き
な
さ
い
。

問
六

江
戸
時
代
、
尊
円
親
王
が
創
始
し
た
流
派
で
江
戸
幕
府
の
公
用
書
体
と
し
て
起
用
さ
れ
て
い
た
も
の
を
何
と
い
う
か
、
漢
字
三
字
で
書
き
な
さ
い
。

問
七

江
戸
時
代
後
期
に
な
る
と
「
幕
末
の
三
筆
」
と
称
さ
れ
る
人
物
ら
が
登
場
す
る
。
そ
の
う
ち
二
人
の
人
物
名
を
、
そ
れ
ぞ
れ
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

四

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

中
国
か
ら
漢
字
が
伝
わ
る
と
、
文
字
を
持
た
な
か
っ
た
私
た
ち
日
本
人
の
祖
先
は
漢
字
の
音
を
借
り
て
自
分
た
ち
の
言
葉
を
書
き
記
す
こ
と
を
始
め
た
。
こ

れ
が
仮
名
の
起
こ
り
で
あ
る
。
漢
字
が
（

①

）
と
呼
ば
れ
た
の
に
対
し
、
仮
の
字
と
い
う
意
味
か
ら
仮
名
と
呼
ば
れ
た
。
こ
の
仮
名
は
後
に
、
意
味
に
関

係
な
く
表
音
文
字
と
し
て
歌
集
に
使
用
さ
れ
、（

②

）
と
も
呼
ば
れ
た
。
仮
名
と
い
っ
て
も
、
最
初
は
図
版
Ａ
・
Ｂ
の
よ
う
に
漢
字
の
楷
書
や
行
書
で
書

か
れ
て
お
り
、（

③

）
と
呼
ば
れ
た
。
平
安
時
代
に
入
る
と
次
第
に
図
版
Ｃ
の
よ
う
な
草
書
で
書
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、（

④

）
と
呼
ば
れ
簡
略
化
が

進
ん
だ
。
ま
た
、（

③

）
に
対
し
、
平
安
時
代
中
期
に
な
る
と
字
源
の
姿
が
分
か
ら
な
い
ほ
ど
に
略
さ
れ
た
仮
名
と
し
て
、
図
版
Ｄ
の
よ
う
な
（

⑤

）

が
生
ま
れ
、
日
本
人
独
特
の
造
形
で
あ
る
優
美
な
仮
名
へ
と
開
花
し
て
い
っ
た
。

仮
名
の
美
し
さ
と
い
え
ば
、
ᶗ
連
綿
が
生
み
出
す
流
れ
の
美
し
さ
、
墨
の
潤
渇
に
よ
る
美
し
さ
、
ᶘ
散
ら
し
書
き
に
よ
る
行
構
成
の
美
し
さ
、
そ
し
て
、
そ

れ
ら
を
支
え
る
線
の
多
様
な
美
し
さ
と
い
え
る
。
文
字
が
簡
素
な
だ
け
に
、
連
綿
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
表
情
が
生
ま
れ
、
字
源
の
異
な
る
文
字
を
用
い
る
こ

と
で
さ
ら
に
変
化
が
加
わ
る
。
墨
継
ぎ
の
場
所
や
墨
を
継
ぐ
テ
ン
ポ
を
変
え
た
り
、
行
構
成
を
変
え
た
り
す
れ
ば
、
無
限
に
表
現
の
幅
が
広
が
る
。
こ
の
よ
う

な
と
こ
ろ
に
、
ᶙ
仮
名
の
芸
術
と
し
て
の
可
能
性
が
潜
ん
で
い
る
。

図版A図版B図版C図版D

問
一

文
中
の
（

①

）
～
（

⑤

）
に
入
る
適
切
な
語
句
を
、
そ
れ
ぞ
れ
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。
た
だ
し
、
同
じ
記
号
に
は
同
じ
語
句
が
入
る
。
ま
た
、

図
版
Ａ
、
Ｃ
の
作
品
名
を
、
そ
れ
ぞ
れ
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

問
二

―
―
線
部
Ⅰ
に
つ
い
て
、
次
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

　
　
　

⑴

―
―
線
部
Ⅰ
の
表
現
技
法
を
、
簡
潔
に
説
明
し
な
さ
い
。

　
　
　

⑵

次
の
図
版
Ｈ
と
同
じ
分
類
と
さ
れ
る
連
綿
線
を
、
次
の
ア
～
オ
か
ら
一
つ
選
ん
で
、
そ
の
符
号
を
書
き
な
さ
い
。

図版H

問
三

―
―
線
部
Ⅱ
に
つ
い
て
、
次
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

　
　
　

⑴

右
の
図
版
Ｅ
～
Ｇ
は
散
ら
し
書
き
の
代
表
的
な
作
品
で
あ
る
。
こ
れ
ら
三
つ
の
作
品
を
総
称
し
て
何
と
呼
ぶ
か
、
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

　
　
　

⑵

図
版
Ｅ
の
一
行
目
に
つ
い
て
、
す
べ
て
の
仮
名
の
字
源
を
、
楷
書
で
書
き
な
さ
い
。

　
　
　

⑶

図
版
Ｅ
～
Ｇ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
名
と
伝
承
筆
者
名
を
、
そ
れ
ぞ
れ
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

　
　
　

⑷

図
版
Ｅ
～
Ｇ
の
よ
う
に
、
分
割
さ
れ
た
状
態
の
も
の
を
何
と
い
う
か
。
ま
た
、
元
は
ど
の
よ
う
な
装
丁
で
あ
っ
た
か
、
そ
れ
ぞ
れ
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

Ծ໊ͷ੒ཱʹ͍ͭͯ
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図版G

図版 F

図版 E

ア　
　
　
　
　
　
　
　

イ　
　
　
　
　
　
　
　
　

ウ　
　
　
　
　
　
　
　

エ　
　
　
　
　
　
　

オ
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（
解
答
は
す
べ
て
、
解
答
用
紙
に
記
入
す
る
こ
と
）

問
四

―
―
線
部
Ⅲ
に
つ
い
て
、
次
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

　
　
　

⑴

さ
ま
ざ
ま
な
装
丁
の
作
品
が
存
在
す
る
が
、
古
人
の
筆
跡
を
厚
手
の
折
帖
に
貼
り
込
ん
だ
も
の
を
何
と
い
う
か
、
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

　
　
　

⑵

書
画
を
床
の
間
な
ど
の
壁
面
で
鑑
賞
す
る
た
め
に
仕
立
て
た
装
丁
の
も
の
を
何
と
い
う
か
、
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

五

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

漢
字
や
仮
名
、
ᶗ
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
の
表
現
や
鑑
賞
の
活
動
の
中
で
、
書
く
こ
と
そ
の
も
の
に
喜
び
を
感
じ
た
り
、
筆
で
書
か
れ
る
線
や
形
の
面
白
さ

を
発
見
し
た
り
、
先
人
の
創
意
や
工
夫
の
跡
に
気
づ
く
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
ᶘ
古
典
の
筆
跡
や
現
代
の
作
品
に
、
思
わ
ず
見
入
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。

書
は
（

①

）
と
い
う
特
質
を
も
っ
て
言
葉
を
書
き
記
す
芸
術
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
書
か
れ
た
過
程
や
書
き
ぶ
り
を
読
み
解
く
こ
と
で
、
作
者
が
費
や
し

た
時
間
や
運
動
を
追
体
験
し
た
り
、
思
考
や
（

②

）
を
共
有
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
。
書
を
理
解
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
書
の
持
つ
（

③

）
や

（

④

）、
文
字
と
し
て
の
機
能
を
超
え
た
（

⑤

）
と
、
作
者
の
思
考
や
（

②

）
が
融
合
す
る
こ
と
で
、
に
じ
み
出
る
（

⑥

）
を
と
ら
え
る
、

つ
ま
り
、
書
の
美
の
本
質
に
迫
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

問
一

文
中
の
（

①

）
～
（

⑥

）
に
入
る
語
句
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
ア
～
カ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
ん
で
、
そ
の
符
号
を
書
き
な
さ

い
。
た
だ
し
、
同
じ
記
号
に
は
同
じ
語
句
が
入
る
。

ア

表
現
性　
　

イ

運
動
性　
　

ウ

一
回
性　
　

エ

時
間
性　
　

オ

風
趣　
　
　

カ

感
興

問
二

―
―
線
部
Ⅰ
に
つ
い
て
、
次
の
文
章
の
（

⑦

）
～
（

⑩

）
に
入
る
適
切
な
語
句
を
、
そ
れ
ぞ
れ
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
で
は
、
作
品
の
表
現
の
工
夫
の
一
つ
と
し
て
、
固
形
墨
の
墨
色
に
よ
る
変
化
を
用
い
て
作
品
制
作
を
行
う
。
固
形
墨
に

は
、
植
物
油
を
燃
や
し
て
出
る
煤
を
使
っ
た
（

⑦

）
墨
と
、
松
を
燃
や
し
て
出
る
煤
を
使
っ
た
（

⑧

）
墨
が
あ
る
。
中
国
製
の
も
の
を

（

⑨

）
墨
、
日
本
製
の
も
の
を
（

⑩

）
墨
と
よ
ぶ
。

問
三

―
―
線
部
Ⅱ
に
つ
い
て
、
あ
と
の
図
版
Ａ
～
図
版
Ｃ
を
見
て
、
次
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

　
　
　

⑴

図
版
Ａ
は
、
安
土
桃
山
・
江
戸
時
代
に
活
躍
し
た
人
物
が
書
い
た
書
状
で
あ
る
。
こ
の
書
状
を
書
い
た
人
物
名
を
、
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。
ま
た
、

こ
の
人
物
は
、「（

⑪

）
の
三
筆
」
の
一
人
で
あ
る
。（

⑪

）
に
入
る
適
切
な
語
句
を
、
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

　
　
　

⑵

図
版
Ｂ
は
、
青
木
香
流
の
作
品
で
あ
る
。
作
品
の
釈
文
を
書
き
な
さ
い
。
な
お
、
漢
字
は
楷
書
で
、
仮
名
は
平
仮
名
で
書
き
な
さ
い
。

　
　
　

⑶

図
版
Ｂ
の
表
現
の
工
夫
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
ア
～
エ
か
ら
一
つ
選
ん
で
、
そ
の
符
号
を
書
き
な
さ
い
。

　
　
　
　

ア

文
章
を
一
つ
の
ま
と
ま
り
で
書
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
字
の
大
小
を
極
端
に
つ
け
る
こ
と
で
作
品
に
変
化
を
与
え
て
い
る
。

　
　
　
　

イ

濃
墨
で
た
た
き
つ
け
る
筆
使
い
か
ら
、
力
強
さ
を
表
現
し
て
い
る
。

　
　
　
　

ウ

古
典
を
生
か
し
た
表
現
と
し
て
、
円
筆
を
用
い
て
切
れ
味
を
出
し
て
い
る
。

　
　
　
　

エ

軽
や
か
な
線
の
運
動
や
、
空
間
を
広
く
と
る
こ
と
で
、
明
快
な
印
象
を
与
え
て
い
る
。

　
　
　

⑷

図
版
Ｃ
を
書
い
た
人
物
名
を
、
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。
ま
た
、
こ
の
人
物
の
出
身
地
で
あ
り
、
記
念
館
が
あ
る
都
道
府
県
名
を
、
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

問
四

本
年
、
奈
良
国
立
博
物
館
で
は
開
館
一
三
〇
年
記
念
特
別
展
と
し
て
「
超
国
宝

－
祈
り
の
か
が
や
き

－

」
が
開
催
さ
れ
た
。
奈
良
国
立
博
物
館
で
所

蔵
さ
れ
て
い
る
国
宝
を
、
次
の
ア
～
オ
か
ら
一
つ
選
ん
で
、
そ
の
符
号
を
書
き
な
さ
い
。
ま
た
、
奈
良
県
は
、
和
歌
集
等
で
詠
ま
れ
る
舞
台
が
多
く
存
在

す
る
。
兵
庫
県
出
身
で
、「
か
な
と
う
た
」
を
創
刊
し
、
大
字
仮
名
の
推
進
普
及
に
貢
献
し
、
歌
人
と
し
て
も
活
躍
し
た
書
家
の
人
物
名
を
、
漢
字
で
書

き
な
さ
い
。

ア

金
光
明
最
勝
王
経
（
国
分
寺
経
）　　

イ

永
尊
書
状　
　

ウ

雑
筆
集　
　

エ

明
月
記
断
簡　
　

オ

足
利
義
満
書
状
案

問
五

次
の
図
版
Ｄ
、
Ｅ
は
、
生
活
の
中
の
刻
字
の
書
と
そ
の
刻
さ
れ
た
書
の
断
面
の
イ
メ
ー
ジ
図
で
あ
る
。
各
図
版
の
刻
し
方
と
し
て
適
切
な
も
の
を
、
次

の
ア
～
エ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
ん
で
、
そ
の
符
号
を
書
き
な
さ
い
。

ア

筋
刻
り　
　

イ

か
ま
ぼ
こ
刻
り　
　

ウ

た
た
き
刻
り　
　

エ

船
底
刻
り

図版Ａ

図版Ｂ

図版Ｃ

図版Ｄ

図版Ｅ
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一

問
一
ᶃ

ᶄ

ᶅ

ᶆ

問
二
ᾇ
作品名ᶇ

ᶈ

ᾈ

問
三

ᾇᾈ
ᶉ

ᶊ

ᶋ

ᶌ

ᶍ

問
四
ᾇᾈ

問
五
ᾇ
ਤ൛%

ਤ൛&

ᾈ

二

問
一
ᶃ

ᶄ

ᶅ

ᶆ

ᶇ

問
二
ᾇᾈ

字形

人物名

問
三

ᾇ
作品名

人物名

ᾈ
印

ఇߖ

ᾉ

エ

↓

オ

↓

ウ

↓

ア

↓

カ

↓

イ

ᾊᾋ
ਤ൛'

ਤ൛(

ᾌ
作品名

人物名

จ

ᾍ

三

問
一

ᶃ

ᶄ

ᶅ

問
二

ᾇ

期

ᾈ

問
三
人物名ᶆ

⑤

ᶈ

ᶉ

問
四

ਤ൛#

人物名

作品名

ਤ൛$

人物名

作品名

ਤ൛%

人物名

作品名

ਤ൛&

人物名

作品名

ਤ൛'

人物名

作品名

ਤ൛(

人物名

作品名

問
五

問
六

問
七

一

問
一

ᶃ

ᶄ

ᶅ

ᶆ

ᶇ

ᶈ

ᶉ

ᶊ

ᶋ

ᶌ

ᶍ

ᶎ

ᶏ

ᶐ

ᶑ

問
二
ਤ൛̖

ਤ൛̗

ਤ൛̘

ਤ൛̙

ਤ൛̚

問
三

問
四
ਤ൛̛ᶒ

ᶓ

ᶔ

ᶕ

ᶖ

ᾛ

問
五

問
六

問
七

ਓ໊

඼໊࡞

ਓ໊

඼໊࡞

ਓ໊

඼໊࡞

問
八

આ໌

二

問
一
ᶃ

②

③

④

問
二
ᾇᾈ

問
三
㧰ݩွ

Ԧ୘

ၕࢁ

↾ੴ೗

ৡ೭ޖ

ۚ೶

問
四

問
五

問
六

ᾇᾈᾉ⑷
ਤ൛̝

ਤ൛̞

三

問
一
ᶃ

②

③

問
二

ᾇ⑵

⑶

⑷⑸⑹
④
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ᶇ
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ᶋ
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↓
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↓
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↓
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↓
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ᾍ
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Կ
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ଠ
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